
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所訪問（電話連絡）                         

ドキドキしながらも，事業所を訪問または電話連絡が取れたこと・

職場体験ができることにキラキラとした表情がとても印象的でした。                                   

職場体験学習                           

それぞれに目的を持って臨んだ職場体験学習では，事業所の方や先

生方の感想によると生き生きしている生徒の姿を嬉しく感じることが

できました。生徒それぞれが，実際に体験することをとおして新たな

思いを感じることにつながったのではないでしょうか。                    

※ 受け入れていただいた事業所の方々に，感謝申し上げます。今後  

とも生徒の成長に向けてご協力・ご指導をよろしくお願いします。 

５月 10 日（土）生徒総会が行われました。実施までに各学級

で学校生活における要望集約（理由・根拠を含む）を行い，各

学級で総会資料を読み合わせ（質問集約），執行委員会（リハ

ーサル）を経て，要望への回答，質疑応答，決算報告・予算案

と様々な準備をし臨んだ生徒会役員，それを支えている全校生

徒。とても素晴らしい生徒総会でした。提案内容・聞く態度

等，今後の生徒会活動がますます楽しみになりました。 

 

5 月 13 日(火)・14 日（水）の２日間，奄美少年自然の家

で，宿泊学習が行われました。オリエンテーリングでは，グル

ープで協力しながら滑りやすい道も通り抜け，ゴールを目指し

て進みました。灯（ともしび）の集いでは，心一つに取り組み

ました。野外炊さんでは，みんなでかまどで白い煙に巻かれな

がら，美味しいカレーを作り食べることができました。宿泊学

習での活動を通し,改めてお互いの良さやまとまることの大切

さを感じたのはないでしょうか。更に，絆をふかめたことでし

ょう。今後の学校行事も，仲間とともに協力して（成功させ

て）いきましょう。 

 

 5 月 12 日(月)～5 月 14 日(水)の２泊３日で，熊本・佐賀・長崎・福岡を

旅してきました。１日目の熊本城では，日本建築のすごさに圧倒されまし

た。２日目は長崎でした。原爆資料館で，戦争の悲惨さや人間の愚かさなど

平和の尊さを大いに学びました。平和記念公園では，１年生の時に一生懸命

に折った千羽鶴を奉納して，被災者の方々の安らぎと恒久平和を祈念しまし

た。３日目は，グリーンランドでたくさんの思い出を作りました。 

 ５月の大型連休後，宿泊学習，修学旅行，職場体験学習が無事に終わり，通常の学校生

活が戻ってきました。 

連休中，各行事の期間中，大きな事故や怪我をした子供たちがおらず，元気に日々の生

活を送ってくれたことに対して，各家庭のご協力に感謝申し上げます。 

さて今回は,「子供の自立」で私たち親子が２年前に経験したことをお伝えしてみます。                                              

１ 「子離れ」の難しさ 

娘は大学在学中に運転免許は取得したものの，ペーパードライバーで運転をしたがら

ず，コロナウイルス感染症拡大の中，大学には真面目に通っていたため，親である私たち

も車の運転くらいはいつでもできる・・・と軽く考え，甘やかしていました。                                           

２ その時が来て，慌てる親子                            

大学４年時の２月中旬に就職先の配置が決まり，一人暮らしの準備を妻と二人で進め 

ていくのは順調にいきました。ところが，相変わらず，車の運転を怖がり，妻が何とか言

い含め，練習する状態・・・。もっと早くから車の運転をさせていたらと・・・猛省。                                                 

３ 自分でやらせること，見守り，承認することの大切さ 

自分も妻も上の兄も頻繁に車を学生時代から使っていたため，まさか，娘が車の運転 

で困ることになるとは想像していませんでした。私自身も人の子の親として，「子離れ」に

ついて，足りていなかった部分を思い知らされた二ヶ月でした。 

たかが，車の運転一つで，子供の自立を語ることができるか・・・というご意見もある

かもしれませんが，運転そのものが自分や他人の命に関わるものであるからこそ，当時の

私たちは本当に頭を抱え，悩みました。 

そこで，保護者の皆さんには，私が娘との関わりから気付いたことの中で「子供にあえ

て苦難の道を行かせる場面も必要であること」，「自信をもたせ，それを当たり前にできる

までの見届けの大切さ」という二点をお伝えしたいです。 

今月は中学生のお子さんたちと毎日向き合われている保護者の皆さんへの応援の意味を

込めて「子供たちが自立を図るために・・・」というタイトルにしました。 

あれから２年，今年の大型連休は，娘に自宅から鹿児島空港まで送ってもらいました。

安心して助手席に座ることができ，とても嬉しく感じることでした。 

以上，体験談ですが，保護者の皆さんにも子供たちとの関わりについて，少しでも参考

にしていただけることがあれば幸いです。 

 

10 日(火)～12 日(木)地区総体                            

18 日(水)地区総体（陸上）                                     

20 日(金)地区総体（相撲）                              

2３日(月)耳鼻科検診                                  

25 日(水)～27 日（金）期末テスト                 
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瀬戸内町立古仁屋中学校 校長 青山 智宏 

裏面に今年度の

小中連携 共通実

践事項を載せてあ

ります。是非,ご

家庭での声かけと

実践ををお願いし

ます。 

裏面へ ☞  

 



 


